
 

暮らしと地域再生プロジェクト事業 
特定非営利活動法人 中信多文化共生ネットワーク（長野県松本市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)団体概要          

「多様性があり、安全安心な地域社

会を作る」、「国籍を問わず、すべての子

どもの可能性を引き出す環境をつく

る」ことが団体の使命。2008 年に任

意団体を立ち上げ、2010 年に法人格

を取得。松本市の委託事業として市内

の小中学校に支援員を派遣し、サポー

トが必要な外国にルーツをもつ子ども

たちに日本語の指導を行うほか、「松本

市多文化共生プラザ」の運営委託を受

け、外国人の相談対応を行うとともに、

日本人と外国人の交流イベント等を企

画・実施している。 

(2)助成の概要          

◆助成区分：地域連携（長野県） 

◆助成金額：2,207 千円 

◆複数年助成により発展がみられた事例 

(3)事業概要                                          

外国人や独居高齢者、障害者、生活困窮者等の要支援者が多く居住する松本市内の県営団地等の住民を対象

に、地縁組織と地域の支援機関が協働しながら問題解決に取り組み、地域の対応力の向上を目的とした。地縁

組織のキーパーソン講座の開催に加えて、地域での相談会や戸別訪問（同行支援等）、支援機関との連絡会等

を実施した。また、前年度事業で作成した社会資源リスト「松本暮らし応援ガイド」の普及・充実を図った。 

(4)取り組んだ課題               

●社会的弱者の孤立と地域住民の対応力低下 

当団体がこれまで関わった外国人、独居高齢者、障

害者、生活困窮者、シングルマザー等の要支援者は、

次の課題に直面しており、社会的弱者が社会とつな

がっていく仕組みを持つことが地域に必要である。 

・支援が必要な方ほど授受力が低下していること 

・支援者側がコミュニティに対するアウトリーチを 

十分に行えていないこと 

・地域が要支援者と接することを十分にできていな 

いこと 

 

(5)事業内容                  

①キーパーソン講座の開催 
前年度事業で支援を行った地域の対応力向上を目的に、地

縁組織のキーパーソンを対象とした講座（3 回）を開催。

②地縁組織による戸別訪問への同行支援とメンタリング 
前年度事業で支援を行った地域及び今回新たに支援を行

った市内他地域の地縁組織が行う戸別訪問への同行支援

の実施、必要に応じて各専門支援機関へのつなぎや地域で

のサポートに関する助言の提供。 

③相談会（暮らしの応援 DAY）の開催 
前年度事業で支援を行った地域及び今回新たに支援を行

った市内他地域において、住民を対象にした相談会を開

催。 

④連絡会等の開催 
地域の支援機関のネットワーク強化及び地縁組織と支援

機関のつながりの強化を目的に、支援機関との連絡会（8

回）のほか、本事業の報告会（1 回）も開催。 

⑤社会資源リスト｢松本暮らし応援ガイド｣の普及・充

実 
前年度事業で作成した社会資源リスト「松本暮らし応援ガ

イド」の外国語版を増刷し、チラシを作成・配布するとと

もに、日本語版の改訂を行い、より使いやすくした。 
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(6)事業実績（アウトプット）        
 
①キーパーソン講座の開催  

参加者 第 1 回 31 名 

       第 2 回 35 名 

       第 3 回 33 名 

②地縁組織による戸別訪問への同行支援 

前年度のフォローアップ支援 37 件 

新規支援 53 件（うち 33 件が支援機関

につながった） 

③相談会（暮らしの応援 DAY）の開催 

  前年事業で支援を行った団地 １回 

 市内他地域 テーマ別専門相談会 4 回 

             なんでも相談会 4 回 

④連絡会等の開催 

連絡会 8 回（うち 1 回は本事業の報告会

と合わせて開催） 

(7)事業の成果（アウトカム・インパクト）        

●地域の対応力向上 

 前年度から継続して支援を行った地域では、地縁組織の

キーパーソンが主体的に支援機関と連携しつつ適切なアプ

ローチをとることができるようになり、負担感の軽減が図

られる等、地域の対応力が向上した。 

 また、市内他地域においても、新たに支援を開始し、当該

地域の対応力向上の端緒につくことができた。 

●ネットワークの拡充 

 本事業を通じて、新たに複数の団体の協力を得ることが

でき、また、従来からの連携団体とは連携関係をより深める

ことができた 

●行政の委託事業化 

市との継続的な協議により、本事業での取組が 2018 年

度の市の委託事業として予算化された。 

 

(8)取り組みの工夫（事業実施体制・プロセス）          

●多様なネットワークによる支援 

当団体の専門性を活かしつつ、地域の多様な専門支援機関（35

機関）と継続的な連絡会を毎月 1 回開催し、ネットワークを構築

して様々なニーズや問題に対応できた。 

 

 

 

 

 

 
 

(9)評価者より           

本事業で前年度から継続して支援を

行った地域では、地縁組織のキーパー

ソンへのノウハウ提供等を通じて住民

が主体的に社会資源と連携して地域の

課題解決に取り組むことができるよう

になり、地域の対応力向上に大きく寄

与した点を高く評価します。根気強く

地域住民に寄り添う姿勢に敬意を表し

ます。 

(10)成果物            

・暮らしと地域再生プロジェクト 事業

報告資料 1.5 

・松本暮らし応援ガイド 日本語改訂版 

・松本暮らし応援ガイド 外国語版チラ 

 シ 

・相談会（暮らし応援 DAY）チラシ  等 
 

   

(11)今後の展開                                     

住民主体の支援体制を大きく進展させ、地域の対応力を獲得できた助成事業の成果を、同様の課題を抱える

他地域にフィードバックしていくとともに、他の支援対象地域や今後新たに発掘される地域ニーズに対し、①

包括的支援による地域共生社会の創生、②地域の支援力向上と負担軽減の両立を図る協働、③地域・支援対象

者の援助要請に至るまでのプロセスに寄り添うインテーク前の根気強い対話、④他分野資源の連携強化とアウ

トリーチメソッドの開発を一体のものとして一層推進していきたいと思っています。 

 


